Popular Imagery as Cultural Heritage : Aesthetical and Art Historical Studies of Visual Culture in Modern Japan by 金田 千秋 & KANEDA CHIAKI
文化遺産としての大衆的イメージ －近代日本にお
ける視覚文化の美学美術史学的研究－
著者 金田 千秋
発行年 2012
その他のタイトル Popular Imagery as Cultural Heritage :
Aesthetical and Art Historical Studies of
Visual Culture in Modern Japan
URL http://hdl.handle.net/2241/118385
 様式Ｃ－１９ 
 
科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
 
平成 24 年 4 月 10 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
本研究は、大正期に流通していた大衆的な視覚表象に関する 2 つの課題を、豊かな対話
関係において、遂行するものである。すなわち、第 1 の課題は、大衆的な視覚表象が果た
していたメディア的な機能の多様性を、可能な限り広範な資料に基づいて、美術史学的に
明らかにすることである。第 2 の課題は、「文化遺産」の概念を鍛え上げることによって、
何らかの大衆的イメージが後世に継承される／るべきさいの条件・方法などを、美学的に
考察することである。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research project cooperatively investigates two subjects regarding the popular 
visual representations distributed in Taishō period (1912-1926). The first is to examine the 
variety of their media functions, based on the exploration of the broader materials through 
art historical method. The second is to speculate the conditions and the ways in which a 
certain popular image is and/or should be inherited to the later ages, by profoundly 
reflecting the concept of “cultural heritage” through aesthetical method. 
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１．研究開始当初の背景 
アニメをはじめとして、日本のポップ・カ
ルチャーへの国際的な関心が高まるなかで、
はたして大衆的な視覚表象（イメージ）は文
化遺産たりうるのかという問題を、近代の、
主として日本の大正期の視覚文化に焦点を合
わせて、美学・美術史学的な視点から、国際
的な協力関係のもとで――アメリカの研究者
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と協力して――議論することが当初のねらい
であった。このような文脈から見ると、一方
では、大衆的な視覚表象についての研究は相
当の蓄積量に達しており、枚挙に遑がないと
言ってよい。しかし、個別的研究が詳細を極
めるのと裏腹に、研究は概して断片的・孤立
的であり、「大衆的イメージ」としての全体
像を欠いている。他方、「文化遺産」の概念
に関してはある偏重を指摘せざるを得ない。
一つは、近年国際的レベルでの高まりを見せ
るユネスコの世界遺産がヨーロッパ偏重とい
う批判を受けているように、特定地域への偏
重が早急に克服すべき難点としてしばしば話
題にされている。しかし地域的偏重だけでな
く、価値的偏重とでも言うべき現状があって
、それは、「文化遺産」の先駆形態である「
国宝」が明らかにそうであったように、従来
「文化遺産」は、自明のこととして、いわゆ
るハイ・アートだけを視野に収めてきたと言
ってよい。 
 
２．研究の目的 
本研究は、このような背景のもとで、大衆
的な視覚表象を文化遺産の観点から美学・美
術史学的に考察することを目的とする。具体
的には、次の2つの課題を達成することを目指
す。すなわち、第1の課題は、日本において「
大衆」がはじめて成立した大正期に流通して
いた紙媒体の視覚文化（ポップ・カルチャー
あるいはサブ・カルチャーに属する静止的・
モノ的な表象のうち、大衆的メディアの世界
において大量に流通して消費される「複製図
像」に代表される二次元的な視覚表象）に注
目し、可能な限り詳細かつ広範囲な資料調査
に基づいて、その全体像を明らかにするとい
う、どちらかと言えば美術史学的な課題であ
る。第2の課題は、当該期の視覚文化を構成す
る大衆的イメージが文化遺産として継承され
るとするなら、いったいどのような範囲のモ
ノが、どのような形態で、いかなる理由によ
って、何を記念するものとして選ばれるべき
かについて考察するという、美学的な課題で
ある。もちろん、これら2つの課題は相互に分
離したものではありえない。本研究の最終的
な目標は、これら2つの課題に応えようとする
美学的・美術史学的な研究を相互に撚り合わ
せて、大衆的イメージの文化遺産としての価
値について理解を深めることにある。 
 
３．研究の方法 
研究代表者・研究分担者・連携研究者、な
らびに研究協力者は、美学グループと美術史
グループに分かれ、それぞれの研究分担（美
学／商業美術／装幀挿絵／雑誌写真／印刷
版画／映画芸能／マンガ紙芝居など）に応じ
て、個別的に、美学・美術史学的な問題を提
起し、解決することを試みるとともに、次の
2 つの種類の共同プロジェクトを行うものと
する。 
(1)第 1 に、国内の研究者が個別的な研究成果
を、主として「大正イマジュリィ学会」のシ
ンポジウムにおいて、相互に確認し、総合化
すること。 
(2)第 2 に、国内と海外の研究者が、「文化遺
産としての大衆的イメージ」公開講演会を国
際シンポジウムとして開催し、日本の内と外
から、大衆的イメージの文化遺産としての価
値を議論することである。 
 
４．研究成果 
 4年間の研究は、(1)の点では、総ページ数
391頁（和文）＋44 頁（英文）に及ぶ大部の
研究成果報告書『文化遺産としての大衆的イ
メージ――近代日本における視覚文化の美
学美術史学的研究』（2012 年 3 月）に、そし
て(2)の点では、3度に及ぶ国際シンポジウム
に結実した。 
 報告書に収められた論文のテーマは多様
である。すなわち、美学的なものとしては、
物質の批評可能性（チェーザレ・ブランディ
の『修復の理論』）／文化財保存における価
値判断の問題（ルーモールと中世美術）／近
世的な絵画評価（茶会記にみる中国水墨画の
鑑賞）／近代的な古代解釈（古代文献の受容
とその図像化）／仏像の近代的評価（鎌倉大
仏）などである。また、美術史的なものとし
ては、美術と観光（仏像写真）／スタンプ蒐
集と観光／活動写真の批評（批評誌『キネ
マ・レコード』）／大阪出版文化（金尾文淵
堂）／「大大阪」時代のチラシ（丹平ハウス
と赤松麟作）／資生堂の視覚表象（高木長葉
と梶田半古）／商業美術（里見宗次）／近代
挿絵画家／「挿絵文化展」／少女イマジュリ
ィ／高畠華宵の少女像／大正の趣味と版画
／岸田劉生と写真などがある。 
 個々の内容については、報告書を参照して
いただければ幸いであるが、本研究では、こ
れら 2種類の美学的・美術史的な問題意識が
衝突あるいは融和することによって、「大衆
的イメージ」が過去において果たしていた、
そして未来において果たしうる豊かな機能
をあぶり出すという第 1 の作業と、「文化遺
産」の概念を拡大し鍛え上げるという第 2 の
作業を、両者の有機的連関のうちで、相当程
度、遂行することができたと自負している。
とはいえ、2 つの問題意識を、対話的な関係
において、相互に撚り合わせることに終着点
があるというわけではない。今後とも、これ
ら美学的・美術史学的な研究の相互参照を粘
り強く遂行して行く必要があるにちがいな
  
い。 
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